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生　
ま　
れ　
変　
わ　
っ　
た　
電
源
三
法
交
付
金
制
度

新たな交付金制度については

「電源立地制度の概要」に詳しく説明されています。ご活用ください。

●『電源立地制度の概要』のお問い合わせ先：財団法人電源地域振興センター　広報課

TEL 03-5562-9730  FAX 03-5562-9802
●下記ホームページ上で、この冊子のPDFデータがご覧いただけます。

■資源エネルギー庁　http://www.enecho.meti.go.jp
■財団法人電源地域振興センター　http://www.dengen.or.jp

※平成16年度版は、平成17年3月末発行を予定しております。

■電源三法交付金に関するお問い合わせ先：経済産業省　資源エネルギー庁　電力・ガス事業部　電力基盤整備課　電源地域整備室

TEL 03-3501-1749

―　
―
平
成
十
五
年
十
月
に
電
源
立
地
特
別
交
付
金
な
ど
主
要
な
交
付
金
等
が
統
合
さ
れ
、
電

源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
統
合
さ
れ
た
各
交
付
金
等
の
従
来
の
対
象

事
業
に
加
え
て
、
新
た
に
地
域
活
性
化
事
業
（
ソ
フ
ト
事
業
）
が
交
付
金
対
象
事
業
に
追
加

さ
れ
、
幅
広
い
事
業
が
実
施
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

統合された旧制度
●電源立地等初期対策交付金

●電源立地促進対策交付金
●電源立地特別交付金

●原子力発電施設等立地地域長期発展対策交付金

●水力発電施設周辺地域交付金
●電源地域産業育成支援補助（県事業、市町村事業）

新制度

電源立地地域対策交付金
交付対象事業

公共用施設
整備事業

道路、水道、スポーツ等施設、教育文化施設、医療施
設、社会福祉施設などの公共施設や産業振興施設の整備、
維持補修、維持運営のための事業

理解促進事業
先進地の見学会、研修会、講演会、検討会、ポスタ

ー・チラシ・パンフレットの制作等発電用施設などの理
解促進事業

福祉対策事業

医療施設、社会福祉施設などの整備・運営、ホームヘ
ルパー事業など地域住民の福祉の向上をはかるための事
業や福祉対策事業にかかわる補助金交付事業及び出資金
出資事業

給付金交付
助成事業

一般電気事業者などから電気の供給を受けている一般
家庭、工場などに対し、電気料金の実質的な割引措置を
行うための給付金交付助成事業

温排水関連
事業

種苗生産、飼料供給、漁業研修、試験研究、先進地調
査、指導・研修・広報、漁場環境調査、漁場資源調査、
漁業振興計画作成調査、温排水有効利用事業導入基礎調
査などの広域的な水産振興のための事業

企業導入・
産業活性化
事業

商工業、農林水産業、観光業などの企業導入の促進事
業並びに地域の産業の近代化及び地域の産業関連技術の
振興などに寄与する施設の整備事業や当該施設の維持運
営などのための事業

地域活性化
事業

地場産業支援事業、地域の特性を活用した地域資源利用
魅力向上事業等、福祉サービス促進事業、地域の人材育成
事業などの地域活性化事業

新たに設けられた「地域活性化事業」では以下の事業が交付対象となります。

地域特有の産品等の開発及び
普及その他地域の産業振興に

資する事業

○情報提供・発信事業
○特産品開発促進支援事業
○産業技術実証・導入事業
○地域内就業支援事業

特産品パンフレット等の作成

特産品開発のための講師招聘、工

場視察

就職情報交流会の開催　等

地場産業支援
事業

例

例

例

地域資源利用魅力
向上事業

地域の特性を活用して当該地域
の魅力を向上する事業

○情報提供・発信事業
○観光資源開発事業
○地域おこし事業
○伝統、芸術その他文化の保護・

継承事業
○イベント支援事業

観光パンフレット等の作成

観光地開発のための実地調査、ア

ンケート調査

伝統芸能フェスティバル、美術展

覧会の開催　等

地域の自然環境等の維持･保全
及び向上を図る事業

○情報提供・発信事業
○自然環境維持･改善事業
○地域森林整備事業
○景観整備事業
○公害防止事業
○リサイクル推進事業

河川、海などの汚染調査

希少動植物の保護、管理　等

環境維持・保全・
向上事業

例

例

地域における福祉サービスを
提供する事業

○情報提供・発信事業
○老人福祉事業
○身体障害者福祉事業
○育児支援事業
○保育事業
○医療施設、社会福祉施設等運営

事業

老人ホーム、託児所、保育所、病

院等の運営費

ホームヘルパー

福祉サービスに携わる職員の人件費

育児講習会の開催　等

福祉サービス提供
事業

例

例

例

例

地域住民の生活利便向上に
資する事業

○情報提供・発信事業
○住民参加活動支援事業
○地域内移動網運営事業
○広域行政活動促進事業
○公共用施設利用促進活動支援事業

地域巡回バス運行事業

情報提供ホームページ作成　等

生活利便性向上
事業

例

例

地域の人材育成に資する事業

○情報提供・発信事業
○能力涵養事業
○能力涵養施設等運営事業
○国際交流事業

国際シンポジウム、技術展示会、

先進技術研修会の開催

地元大学進学のための奨学金　等

人材育成
事業

例

例

例

例

例

活用事例をお寄せください。「地域のひろば」で取り上げさせていただきます。

［ ］外国人講師による英語教育推進事業
［新潟県柏崎市］

［ ］非常勤医師受け入れ事業
［北海道天塩町］［ ］観光パンフレット作成事業

［山梨県北杜市（旧須玉町）］［ ］深層水PR事業
［富山県］

［ ］コミュニティバス運行事業
［島根県松江市］［ ］道路周辺景観整備工事

［群馬県上野村］

植
栽　
し　
て　
い　
る　
の　
は　
ボ　
ラ　
ン　
テ　
ィ　
ア　
の　
方　
々　
で　
す　

地域活性化事業の創設
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棒
を
通
じ
て
手
元
に
伝
わ
る
粘
度
を
頼
り
に
、

そ
の
後
の
火
加
減
を
調
節
し
ま
す
。
こ
こ
だ
け

は
田
鹿
さ
ん
の
勘
と
経
験
が
頼
り
で
、
ま
だ
他

の
人
に
は
任
せ
ら
れ
ま
せ
ん
。

煮
上
が
っ
た
ら
型
に
入
れ
て
冷
や
し
ま
す
。

常
温
で
扇
風
機
の
風
を
当
て
、
あ
る
程
度
固
め

て
か
ら
冷
蔵
庫
に
入
れ
ま
す
。

「
常
温
と
冷
蔵
と
の
バ
ラ
ン
ス
に
よ
っ
て
も
粘

り
具
合
が
変
わ
り
ま
す
。
単
純
な
だ
け
に
奥
が

深
く
、
ま
だ
研
究
の
余
地
が
あ
り
ま
す
」

受
賞
を
機
に
、
原
料
や
季
節
に
よ
る
違
い
を

抑
え
、
安
定
し
た
製
品
を
送
り
出
す
研
究
に
い

っ
そ
う
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
味
に
い
ち
ば
ん

厳
し
い
の
は
、
販
売
係
の
奥
様
だ
と
か
。

「
確
か
に
厳
し
い
で
す
が
、
味
覚
は
信
頼
し
て

い
ま
す
。
多
少
の
ロ
ス
は
出
て
も
、
妻
に
は
納

得
で
き
る
も
の
を
売
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
か

ら
ね
」

現
在
、
月
産
三
千
〜
四
千
パ
ッ
ク
。
今
の
ま

ま
の
手
作
り
で
、
倍
く
ら
い
ま
で
は
対
応
で
き

ま
す
。
機
械
化
す
れ
ば
大
量
生
産
も
可
能
で
す

が
、
味
が
落
ち
て
は
し
か
た
な
い
と
、
作
っ
た

分
だ
け
を
売
り
切
っ
て
い
ま
す
。

「
大
手
メ
ー
カ
ー
と
同
じ
も
の
は
作
り
ま
せ
ん
。

作
り
た
い
も
の
だ
け
を
作
っ
て
き
た
の
で
、
大

賞
と
い
う
形
で
世
に
認
め
ら
れ
た
う
れ
し
さ
も

ひ
と
し
お
で
す
」

言
葉
の
端
々
に
、
製
品
へ
の
愛
情
と
自
信
が

感
じ
ら
れ
ま
す
。
現
在
、
店
の
売
上
は
麩
と
こ

ん
に
ゃ
く
、
と
こ
ろ
て
ん
が
九
割
以
上
で
す
が
、

今
後
は
え
ご
も
新
た
な
柱
に
し
た
い
そ
う
で

す
。
す
で
に
大
手
デ
パ
ー
ト
数
社
か
ら
引
き
合

い
が
あ
り
、
今
後
に
期
待
が
か
か
り
ま
す
。
え

ご
を
加
え
た
セ
ッ
ト
商
品
も
新
た
に
発
売
し
ま

し
た
。

「
売
上
だ
け
に　
こ
だ
わ
ら
ず　
、　
い　
い
原
料
を
た　
っ　

ぷ
り
使　
っ　
て　『
大
賞　
の
味
』　を
守
り
抜
く
。　
そ　
れ
が

私
た
ち　
の
願　
い　
で　
あ
り　
、　
責
任　
で　
も
あ
る
と
思　
っ　

て　
い
ま
す
」　

田
鹿
さ
ん
の
職
人
と
し
て
の
誇
り
が
、
一
流

の
味
を
支
え
続
け
て
ゆ
く
の
で
す
。
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全
国
か
ら
出
展
さ
れ
た
四
十
七
品
中
、
今
年

の
「
じ
ま
ん
市
大
賞
」
に
選
ば
れ
た
の
が
、
新

潟
県
糸
魚
川
市
に
あ
る
田
鹿
麩
店
の
「
え
ご
」

で
す
。
素
朴
な
味
わ
い
が
百
貨
店
の
バ
イ
ヤ
ー

や
流
通
関
係
者
に
高
く
評
価
さ
れ
、
当
日
の

販
売
も
好
調
で
し
た
。
同
店
の
五
代
目
当
主
・

田た

鹿じ

か

勝
三

か

つ

ぞ

う

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
こ
ん
な
素
朴
な
商
品
が
大
賞
に
選
ば
れ
る
な

ん
て
驚
き
で
す
」
と
い
う
田
鹿
さ
ん
。
壇
上
で

表
彰
を
受
け
て
も
、
ま
だ
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た

そ
う
で
す
。
え
ご
は
日
本
海
側
な
ど
に
伝
わ
る

伝
統
食
で
、
鳥
取
の
「
い
ぎ
す
」
や
福
岡
の

「
お
き
ゅ
う
と
」
の
ほ
か
、
秋
田
や
山
形
に
も

似
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
え
ご
草
と
い
う
海
藻

を
煮
詰
め
、
冷
や
し
て
固
め
た
だ
け
の
素
朴
な

味
で
、
刺
身
状
に
切
っ
て
酢
み
そ
で
い
た
だ
き

ま
す
。

田
鹿
麩
店
は
安
政
四
年
（
一
八
五
七
年
）
創

業
の
老
舗
で
す
。
え
ご
に
着
目
し
た
き
っ
か
け

は
、
各
地
の
物
産
展
で
「
新
潟
の
え
ご
は
な
い

か
」
と
引
き
合
い
が
あ
っ
た
こ
と
で
し
た
。
単

純
な
食
品
な
の
で
、
少
量
な
ら
新
し
い
機
械
が

な
く
て
も
作
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
約
五
年
間
か

け
て
製
法
を
工
夫
し
、
製
品
化
し
ま
し
た
。

「
え
ご
草
に
は
潜
っ
て
採
る
『
も
ぐ
り
』
と
さ

お
で
採
る
『
さ
お
』
が
あ
り
、
等
級
に
よ
っ
て

値
段
が
五
倍
以
上
も
違
い
ま
す
。
当
店
で
は
能

登
産
の
『
も
ぐ
り
』
の
中
で
も
最
高
級
品
だ
け

を
厳
選
し
ま
す
。
水
に
さ
ら
さ
な
い
た
め
色
が

黒
く
、
独
特
の
風
味
が
生
き
て
い
ま
す
」

原
料
は
絶
対
に
妥
協
し
な
い
と
い
う
田
鹿
さ

ん
。
雪
解
け
の
伏
流
水
を
利
用
す
る
糸
魚
川
の

水
も
、
え
ご
の
味
を
演
出
す
る
名
脇
役
。
硬
水

な
が
ら
多
様
な
成
分
が
含
ま
れ
た
名
水
で
す
。

製
法
は
至
っ
て
シ
ン
プ
ル
で
、
え
ご
草
を
三

十
分
煮
て
冷
や
す
だ
け
で
す
。
し
か
し
、
こ
の

わ
ず
か
な
時
間
に
田
鹿
さ
ん
の
創
意
工
夫
が
詰

ま
っ
て
い
ま
す
。

「
三
十
分
の
間
に
何
を
す
れ
ば
よ
い
か
、
五
年

目
で
よ
う
や
く
分
か
り
ま
し
た
。
火
加
減
や
ふ

た
を
す
る
時
間
を
少
し

変
え
た
だ
け
で
、
味
が

ま
る
で
違
う
の
で
す
。

原
料
の
質
や
、
季
節
に

よ
っ
て
も
微
妙
に
調
節

し
ま
す
」

こ
ろ
合
い
を
見
て
ほ

ん
の
少
し
だ
け
練
り
、

日
本
最
大
の
物
産
展
は

今
年
も
大
盛
況

新
潟
県
糸
魚
川
市　
の　
「　
え　
ご　
」　
が　

じ　
ま　
ん　
市
大
賞　
を　
受
賞

老
舗　
が　
生　
ん　
だ　
新　
し　
い　
味

原
料　
は　
決　
し　
て　
妥
協　
し　
な　
い　

い
い
原
料
を
た
っ
ぷ
り
使
っ
た

手
作
り
の
味
を
守
り
抜
く

「
電
気　
の　
ふ　
る　
さ　
と　
じ　
ま　
ん　
市
」　を　
開
催
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お問い合わせ先

有限会社 かざま屋 田
た

鹿
じ か

麩
ふ

店
て ん

〒941-0058 新潟県糸魚川市寺町1-1-21

TEL 0255-52-0203 FAX  0255-52-2036

http://www1.ocn.ne.jp/̃tazika/

新大分発電所

電気のふるさとじまん市会場内におい

て、全国各地を襲った「台風による風水

害」や「新潟県中越地震」への義援金を

募りましたところ、多くの皆さまより総

額７０万８,７８１円が寄せられました。

(財)電源地域振興センターでは、１１月２２

日に日本赤十字社・渡辺赤十字社員課長

（写真右）へ、この浄財をお届けしてま

いりました。

皆さまから寄せられた
義援金を

お届けしました

単
純　
な　
だ　
け　
に　
奥　
が　
深　
い　

五
年　
か　
か　
っ　
て　
編　
み　
出　
し　
た　
製
法

去
る
十
一
月
十
九
日
（
金
）
か
ら
二
十

一
日
（
日
）
の
三
日
間
、
千
葉
市
の
日
本
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
幕
張
メ
ッ
セ
）

に
て
第
十
五
回
「
電
気
の
ふ
る
さ
と
じ
ま
ん

市
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。「
日
本
最
大

の
観
光
・
物
産
展
」
と
し
て
、
今
回
も
二
百

以
上
の
出
展
市
町
村
と
約
十
一
万
人
の
来

場
者
を
迎
え
ま
し
た
。

じ
ま
ん
市
は
、
電
源
地
域
市
町
村
の
特

産
品
の
販
路
拡
大
を
支
援
し
、
電
力
消
費

地
の
皆
様
に
電
源
地
域
の
振
興
と
社
会
的

役
割
に
つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
、
毎

年
開
催
し
て
い
ま
す
。
出
展
を
通
じ
専
門
家

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
り
、
百
貨
店
等
と

の
商
談
に
結

び
つ
け
た
り

す
る
こ
と
も

で
き
、
電
源

地
域
の
特
産

品
開
発
な
ど

に
ご
活
用
い

た
だ
い
て
い

ま
す
。
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第
二
十
二
回
電
源
立
地
促
進
功
労
者
表
彰

が
、
平
成
十
七
年
一
月
十
一
日
、
内
閣
総
理
大

臣
官
邸
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
表
彰
制
度
は

昭
和
五
十
六
年

の
総
合
エ
ネ
ル

ギ
ー
対
策
推
進

閣
僚
会
議
の
了

承
の
も
と
に
設

け
ら
れ
、
電
源

立
地
に
特
に
功

労
が
あ
っ
た
地

方
公
共
団
体
の

長
等
を
、
内
閣
総
理
大
臣
お
よ
び
経
済
産
業
大

臣
が
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

中
川
経
済
産
業
大
臣
が
冒
頭
の
式
辞
で
、
原

子
力
発
電
所
の
安
全
性
や
環
境
へ
の
配
慮
等
に

つ
い
て
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
感
謝
状
等

授
与
の
後
、
小
泉
内
閣
総
理
大
臣
よ
り
三
氏
の

長
年
に
わ
た
る
電
源
立
地
に
対
す
る
功
績
に
敬

意
が
表
さ
れ
る
と
と
も
に
、
地
球
温
暖
化
防
止

対
策
と
し
て
も
、
今
後
原
子
力
発
電
は
ま
す
ま

す
重
要
で
あ
る
と
の
、
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

表
彰
式
終
了
後
に
は
、
表
彰
受
賞
者
の
記
念
撮

影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
津
本
郷
焼
は
、
一
五
九
三
年
に
若
松
城
主

蒲
生
氏
郷
公
が
城
郭
修
理
の
折
、
播
磨
国
（
兵

庫
県
）
か
ら
陶
工
を
呼
び
、
屋
根
瓦
を
焼
か
せ

た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。

会
津
本
郷
焼
の
特
徴
は　
、　
同
じ
産
地
の
中
で

陶
器
･
磁
器
両
方
が
生
産
さ
れ
て　
い
る
と　
い
う

全
国
的
に
も
稀
な
産
地
を
形
成
し　
て
お
り　
、　
特

徴
の
違
う

十
七
の
窯

元
が
町
内

に
点
在
し
、　

街
並
み
を

散
策
し
な

が
ら
窯
元

め
ぐ
り
を

楽
し
む　
こ

と
が　
で
き

ま
す　
。　

三
月
二
十
日
か
ら
二
十
一
日
に
か
け
て
、
道

の
駅
み
な
み
波
賀
で
「
春
咲
ま
つ
り
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
地
元
で
採
れ
た
野
菜
や
果
物
を
販

売
す
る
「
メ
イ
プ
ル
青
空
市
」
で
は
、
早
春
の

味
覚
（
と
ち
餅
、
よ
も
ぎ
餅
等
）
や
山
菜
（
葉

わ
さ
び
、
ふ
き
の
と
う
等
）、
彼
岸
の
切
り
花

等
を
販
売
。
レ
ス
ト
ラ
ン
「
楓
の
里
」
で
は
、

早
春
限
定
料
理
「
春
の
味
覚
釜
飯
」
が
味
わ
え

ま
す
。
時
間

は
、
い
ず
れ

も
午
前
九
時

か
ら
午
後
七

時
ま
で
。

■
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問
い
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光
協
会
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■
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合
わ
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道
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駅
み
な
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波
賀
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イ
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社
﹈　（
担
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春
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■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

平
成
十
七
年
三
月
二
十
五
日
よ
り
愛
知
県
で

開
催
さ
れ
る
「
愛
・
地
球
博
」
に
あ
わ
せ
、
五

月
十
九
日
（
木
）
〜
二
十
三
日
（
月
）
の
五
日

間
、
名
古
屋
市
の
さ
さ
し
ま
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場

に
て
「
電
気
の
ふ
る
さ
と
じ
ま
ん
市
　
名
古
屋
」

を
開
催
し
ま
す
。
北
は
北
海
道
、
南
は
沖
縄
ま

で
八
十
カ
所
を
超
え
る
電
源
地
域
市
町
村
が
出

展
す
る
予
定
で
す
。
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

平
成
16
年
度

電
源
立
地
促
進
功
労
者
表
彰

電
源
地
域
か
ら
届
い
た

多
種
多
様
な
会
津
本
郷
焼
き

（
福
島
県

会
津
本
郷
町
）

道　
の　
駅　
み　
な　
み　
波
賀　「
春
咲　
ま　
つ　
り　
」　

（　
兵
庫
県

波
賀
町　
）　

「
電
源　
市
町
村
ト　
ッ　
プ　
セ　
ミ　
ナ　
ー　
」　

「
特
産
品
開
発
」　に　
関　
す　
る　
研
究
会　

を　
幕
張　
で　
開
催

「
電
気　
の　
ふ　
る　
さ　
と　
じ　
ま　
ん　
市

名
古
屋
」　

開
催　
の　
お　
知　
ら　
せ　

「
電
気
の
ふ
る
さ
と
じ
ま
ん
市
」
開
催
に
併
せ
、

二
つ
の
研
修
を
幕
張
で
開
催
し
ま
し
た
。

ま
ず
、「
電
源
市
町
村
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」
は

十
一
月
十
八
日
に
市
長
村
長
等
二
十
一
名
の
参

加
者
の
も
と
、
福
島
学
院
大
学
の
下
平
尾
学
長

か
ら
「
地
方
分
権
社
会
に
お
け
る
自
治
体
運
営

の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
、
高
知
県
馬
路
村
の
上

治
村
長
か
ら
は
「
地
域
資
源
を
活
か
し
た
ブ
ラ

ン
ド
づ
く
り
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
講
演
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、「
特
産
品
開
発
に
関
す
る
研
修
会
」

は
十
一
月
十
八
日
か
ら
十
九
日
ま
で
の
二
日

間
、
全
国
か
ら
七
十
九
名
の
参
加
者
の
も
と
、

地
域
特
性
を
活
か
し
た
特
産
品
の
開
発
に
つ
い

て
専
門
家
よ
り
講
演
を
い
た
だ
き
、
参
加
者
討

論
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

理
事
長
交
代
の
お
知
ら
せ

平
成
十
六
年
十
二
月
八
日
開
催
の
第
三
十
五
回

臨
時
理
事
会
に
お
い
て
、
平
成
十
六
年
十
二
月
九

日
か
ら
山
本

貞
一
が
第
三

代
理
事
長
に

就
任
い
た
し

ま
し
た
。

平成16年度の表彰受賞者

○内閣総理大臣表彰

北海道泊村長　佐
さ

藤
と う

淳一
じ ゅ ん い ち

（北海道電力㈱泊発電所３号機）

○経済産業大臣表彰

北海道共和町長　山本
や ま も と

榮二
え い じ

（北海道電力㈱泊発電所３号機）

新潟県聖籠
せ い ろ う

町長　渡邊
わ た な べ

廣吉
ひ ろ き ち

（東北電力㈱東新潟火力発電所４号系列）

理事長　山本貞一

小泉内閣総理大臣と中川経済産業大臣を中央に記念撮影。黄色いリボンの方々
が受賞者。前列左から山本氏、佐藤氏、渡　氏。

皆　
さ　
ま　
か　
ら　
の　「　
ふ　
る　
さ　
と　
じ　
ま　
ん　
」　を　
募
集　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　

お
問　
い
合　
わ　
せ
先　

電
源
地
域
振
興　
セ　
ン　
タ　
ー　
企
画
調
査
部
広
報
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昨年の広島での会場風景

特産品販売

早
春
限
定
料
理　「
春　
の
味
覚
釜
飯
」　


